
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスだけでなく、これからの季節はインフルエンザの流行も心配されますし、その他

の感染症にも備えなければなりません。例えば高熱が出た場合など、他の子どもにうつしてしまうこと

やコロナも想定して対応しなければなりません。 

そこで、他の子と同じ部屋で過ごすことがないように保健室とは違う「第２

保健室」を体育館入口わきの部屋に設置しました。第２保健室への経路もでき

るだけ他の子と動線が重ならないように考えています。おうちの方に迎えに来

ていただく間に使う簡易的なものですが、暖房、ソファーなどを用意し、もし

も先生方への感染も心配される場合は廊下から見守ることができるように窓

がついている部屋にしました。複数の子どもがいた場合は、玄関靴箱前もパー

テーションで区切って暖房を置いて対応するようにもしています。 

 

 

 

 

 

 

１１月２７日（金）は「海洋教育」のサミットが行われまし

た。「海洋教育」は洋野町が力をいれている学習で文部科学省

にも特別に申請して授業に組み入れている学習です。取り組ん

でいる学校が集まっての発表会（サミット）を行う時期ですが、

今年度は“オンライン”で行われました。洋野町、宮城県（気

仙沼市）、福島県、山形県の小中高等学校と指導してくださっ

ている東京大学とを結んで総勢３００人の大会議でした。大型

のモニターに映る相手校に向かって発表する様子はひと昔前

では考えられないことです。

パソコンを使って作ったプレ

ゼンテーションの資料で説明

し、モニターの向こうから飛

んでくる質問にも「質問あり

がとうございます。」などと一

呼吸おいてから答え、他県の

中・高校生とも堂々と渡り合っています。 

６年生の代表のグループが、昨年の植林体験なども含

め、これまでの総まとめの発表を行ないました。種市小

学校では、他の６年生も教室のモニターにサミットの様

子を映してみんなで様子を見ました。 

 

夕方は暗くなるのが早いです。

暗くなっても外で遊んでいる子

はいないでしょうか。学校も指導

していますがおうちでも声がけ

をよろしくお願いします。自転車

乗りも、すでに雪が降りましたの

で春までお休みとなっています。

学習発表会後の歯科検診。廊下で

待っている１年生。黙って待って

いる子、声に出さないで手振りで

合図をする子こうして静かに 

待つこ 

とがで 

きると 

ころに 

も、大き

な行事をやり終えての成長が表

れているようです. 
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児童数 ２２８名 

歯科検診を待つ１年生 
学習発表会後の歯科検診。廊下で待ってい

るのは１年生。黙って待っている子、声に出

さないようにと身振り手振りで合図をする

子。こうして静か 

に待つことができ 

るところにも、大 

きな行事をやり終 

えての成長が表れ 

ているようです。 

（あっぱれ！） 



 

 

 

 

洋野町で新型コロナウイルスの感染が確認されたというニュースが流れています。健康や安全に関わ

ることですから心配も多いと思いますが、子ども達の落ち着きぶりを見ていると、種市の方々は冷静に

受け止めて行動してくださっていると感じています（大人が不安になると子どもにうつるものです）。 

これまで、子ども達にはいろいろな機会に、不幸にして感染者が出た場合も 

 

 

 

 

 

 

 

などということを教えてきました。 

先日、町からも、町長さんのメッセージが出され各家庭にも配られていますし、文部科学省からも大

臣メッセージが出されています。メッセージには、感染予防の内容とともに感染者への誹謗・中傷にな

らないようにという内容も入っています。洋野町では、１１月に続いて今月に入っても感染者が確認さ

れたというニュースが流れています。残念ですが、今後もこのようなことが起きていく可能性は十分に

あります。こういう状況だからこそ、「誰もがかかる可能性があるということ」、「感染した方は、病

気で苦しんでいる方であるということ」、「私たちの心の持ちようで感染した方を感染以外のことでさ

らに苦しめてしまうことになることがあるということ」を心に留めて、子ども達に教えていきたいと考

えています。 

 運動会や学習発表会のときに、おうちの方から「よその子への頑張り」に目を向けた励ましをたくさ

んいただいています。そういう人へのおもいやりやあたたかいまなざしを向ける種市・洋野であり続け

るためにも、今、子ども達に、学校でもおうちでも教えていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・その人を責めるのではない 

・誹謗・中傷をしてはいけない 

・「どこの人？」などと詮索することやうわさ話、確かでないことを口にすることさえも、誹謗・

中傷につながることがある 

「人を心配して始めた会話も、しているうちに誰かを避けたりする結果につながってしまった（そ

れは、人を心配していることにならない）」ということが拡大地域では春から言われきました。 


